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第2回常任幹事会　議事録（案）
	日　時
	2019年9月2日（月）
10:30~12:30　
	場　所
	インテック大山研修センター
〒930-1262 富山県富山市 東黒牧140-1

	出席者
	石田康行、金子　聡、袋布昌幹、松宮弘明、古川真衣、奥山修司、内村智博、栗原　誠、巽　広輔、
手嶋紀雄、永谷広久、間中　淳、以上 出席者12名、
委任状4名（Lim Lee Wah、勝又英之、大橋芳明、北川慎也）

	議　事
	

	1.  2019年度第1回常任幹事会の議事録を確認し、承認した。                                 （資料1-1）
2.  2019年度事業中間報告が示された。各事業担当者（代理含む）から準備または実施状況が説明され、これらを承認した。                                                                        （資料2-1）
主催事業
[1] 講演会
（1）北陸地区講演会について担当者（間中淳）より実施状況が説明された（会計報告は第3回常任幹事会にて）。
開催日：2019年7月19日（金）
場　所：大学コンソーシアム富山駅前キャンパス（富山駅前）
講　師：（中部大）石田康行「ミジンコ1匹の脂肪酸分析から見えてくること、分かること」

（富山大）迫野昌文「アミロイド凝集を止める、測定する、利用する」
（富山高専）古山彰一「IT技術を活用した広域環境情報取得システムの構築」
（2）静岡地区講演会について担当者（轟木堅一郎）に代わって松宮弘明庶務幹事より準備状況が説明された。当該事業については、研究者招聘講演会の国内枠における補助金追加申請が第1回常任幹事会後にあり、常任幹事会メンバーによるメール審議の結果、15,000円の追加補助が既に承認されていることを確認した。
開催日：2019年10月24日（木）                                                                （資料2-2）
場　所：静岡県立大学小講堂
講　師：（静岡県立大）杉山栄二「イメージング質量分析法による細胞/組織内局所代謝の解析」
（東北大）三枝大輔「臨床研究やコホート研究で活躍する質量分析計によるメタボローム解析技術」
（東京理科大）東達也「DAPTAD誘導体化：LC/MSによる新生児のビタミンD供給状態評価の質を向上させる」
（3）愛知地区講演会について担当者（石田康行）より準備状況が説明された。                    （資料2-3）
開催日：2019年12月9日（月）
場　所：中部大学名古屋キャンパス 6階 610講義室
講　師：（名古屋工業大）北川慎也「イオンモビリティー高分解能質量分析法を用いた合成高分子の分析」

（カネカテクノリサーチ）藤本亜由美「電子顕微鏡で観るミクロの世界～液体から固体まで～」
（東レリサーチセンター）佐藤信之「機能性部材の問題解決に向けた総合分析」
訪日学者講演会（研究者招聘講演会の海外枠）

（訪日1）Prof. Olaf M. Magnussen（Christian-Albrechts-Universität zu Kiel）の講演会について担当者（永谷広久）より実施状況が説明された（会計報告は第3回常任幹事会にて）。

開催日：2019年6月17日（月）
場　所：金沢大学角間キャンパス自然科学本館　202講義室
演　題：In situ studies of liquid-liquid and liquid-solid interfaces on the molecular scale
[2] 講習会
（1）第29回基礎及び最新の分析化学講習会について担当者（石田康行）より準備状況が説明された。
開催日：2019年12月10日（火）                                                      （資料2-4）
場　所：中部大学名古屋キャンパス 6階 ホール
主　題：現場での分析化学最前線
[3] セミナー
（1）第38回分析化学中部夏期セミナーについて担当者（間中淳）より準備状況が説明された。
開催日：2019年9月2日（月）・3日（火）
場　所：インテック大山研修センター（富山市）
講　師：招待講演2件
（富山高専名誉教授・鹿児島高専名誉教授）丁子哲治「分析化学研究への思い」
（福島大）高貝慶隆「福島第一原発の汚染水分析のために分析化学者が挑んだ新規分析手法の開発とその8年間の奮闘」
若手依頼講演1件
（明治大）岡崎琢也「光ファイバーによるスケールセンサーの開発と発展」

	（2）「分析中部・ゆめ21」若手交流会・第19回高山フォーラムについて担当者（植松宏平）に代わって松宮弘明庶務幹事より準備状況が説明された。                                             （資料2-5）
開催日：2019年11月15日（金）・16日（土）
場　所：高山市図書館（煥章館）、お宿山久
共催事業
[1] 第56回フローインジェクション分析講演会について担当者（手嶋紀雄）より準備状況が説明された。当該事業については、第1回常任幹事会後に共催申請があり、支部役員によるメール審議の結果、共催が既に承認されていることを確認した。                                                      （資料2-6）
主　催：日本分析化学会フローインジェクション分析研究懇談会
開催日：2019年10月11日（金）・12日（土）
場　所：愛知工業大学自由ヶ丘キャンパス　311講義室
[2] 第50回中部化学関係学協会支部連合秋季大会について担当者（巽広輔）より準備状況が説明された。招待講演の財源は主催側、依頼講演の財源は支部補助金としている旨、説明があった。              （資料2-7）
主　催：中部化学関係学協会支部連合協議会

開催日：2019年11月9日（土）・10日（日）
場　所：信州大学松本キャンパス
特別討論会テーマ：新時代を開拓する分析化学
講　師：招待講演2件
（東北大）西澤精一「三重鎖形成ペプチド核酸プローブの分子設計と分析化学的応用（仮）」
（福井県立大）片野　肇「マイクロコントローラを利用した簡易分析装置の開発．モバイル化．手分析の自動化．IoT対応を目的として．（仮）」
依頼講演3件
（愛知工業大）手嶋紀雄「流れ分析法によるオンライン試料前処理能の強化（仮）」
（信州大）金山直樹「DNAブラシ界面を対象とするナノ・ピコ力学計測への挑戦（仮）」
（信州大）小林寛也「分析化学者へ～司法鑑定に従事する者から（仮）」
協賛事業
松宮弘明庶務幹事より7件の協賛事業の説明があった。事業[1]～[4]は第1回常任幹事会までに、事業[5]～[7]は第2回常任幹事会までに、支部役員によるメール審議の結果、協賛が既に承認されていることを確認した。
[1] 色材セミナー２０１９『色の心理と設計への応用』　（前年度承認済）
主　催：（一社）色材協会 中部支部

開催日：2019年3月15日（金）13：00～16：55

場　所：名古屋市工業研究所　第１会議室　（名古屋市熱田区六番3-4-41）
[2] 第43回基礎化学工学演習講座
主　催：（公社）化学工学会 東海支部

開催日：第1クール 2019年5月22～24日（水～金）9:15～16:45

第2クール 2019年5月29～31日（水～金）9:15～16:45

第3クール 2019年6月19～21日（水～金）9:15～16:45

第4クール 2019年7月3～5日（水～金）9:15～16:45

第5クール 2019年7月17～19日（水～金）9:15～16:45

場　所：名古屋市工業研究所　第2会議室・第4会議室　（名古屋市熱田区六番3-4-41）
[3] 第12回機器分析講習会
主　催：（公社）化学工学会 東海支部
開催日：2019年6月14日（金）13:30～17:00
場　所：愛知県産業労働センター（ウインク愛知）　（名古屋市中村区名駅4-4-38）
[4] 油化学セミナー　テーマ：１００歳まで凛々しく・美しく～あなたの健康は油化学から～
主　催：（公社）日本油化学会 東海支部
開催日：2019年6月6日（木）10：45～16：55
場　所：名古屋工業大学53号館3階5235教室　（名古屋市昭和区御器所町）
[5] 第27回東海高分子基礎研修コース                                                     （資料2-8）
主　催：（公社）高分子学会 東海支部
開催日：2019年10月15日（火）・16日（水）
場　所：名古屋市工業研究所　第１会議室　（名古屋市熱田区六番3-4-41）



	[6] 色材オブザベーション　東海カーボン(株) 知多工場見学会                                   （資料2-9）
主　催：（一社）色材協会 中部支部
開催日：2019年10月17日（木）13：30～16：00
場　所：東海カーボン株式会社　知多工場　（愛知県知多郡武豊町五号地１）
[7] 第6回初歩からの化学工学数学演習講座 ～データ整理手法とディープラーニングの基礎～           （資料2-9）
主　催：（公社）化学工学会 東海支部
開催日：2019年11月15日（金）10：00～16：30
場　所：愛知県産業労働センター（ウインク愛知）　（名古屋市中村区名駅4-4-38）
その他
[1] 常任幹事会：第1回常任幹事会　2019年4月19日（金）
第2回常任幹事会　2019年9月2日（月）夏期セミナー初日 
第3回常任幹事会　2020年1月24日（金）
[2] 役員総会　：2020年1月24日（金）
[3] 北陸地区役員連絡会について間中淳常任幹事より説明があった。
第1回　2019年7月19日（金）
第2回　2020年1月初旬
3.  2019年度会計収支中間報告が奥山修司会計幹事より示された。資産の部の記念事業基金について、支部創立60周年記念事業が既に終了していることから、名称から支部創立60周年を外して記載したことを確認し、これを承認した。若手育成基金が数年内に完全に消化される見込みであること、今後の記念事業が具体的には定まっていないことを念頭に、記念事業基金の今後の処置について議論した。記念事業基金の残額を全て若手育成基金に移し替える、若手育成基金が完全に消化されるまで待った後に記念事業基金の名称を若手育成基金に変更する、記念事業基金の残額を全て一般会計に移して当該基金を解消する（若手育成基金も完全に消化して解消する）、などが提案された。                                                      （資料3-1）
4.  化学関係学協会合同事務局2019年度第1回運営委員会について石田康行支部長より報告された。消費税率10%では業務委託契約の分担金が567,000円になる旨、説明があった（本年度は消費税率8%で既に納入済み）。また、何かしらの用件で事務局員に連絡する際には、指示を含むのか否か（特にメールのCCでは単なる情報共有なのか否か）指示があるならば内容を具体的に明確にするようにセンター局長から依頼された旨、説明があった。                                                                           （資料4-1）
5.  中部化学関係学協会支部連合協議会2019年度第1回支部長会について石田康行支部長より報告された。第51回（2020年度）秋季大会の担当は愛知工業大学に決定している旨、その翌年の担当は静岡大学理学部で内諾を得ており第2回支部長会で決定される旨、説明があった。                                 （資料5-1）
6.  2019年度第3回理事会について石田康行支部長より報告された。会計収支が昨年より悪化している旨、「ぶんせき」誌の電子化が検討されている旨、説明があった。                                   （資料6-1）
7.  研究者招聘研究会の運用が2015年度役員総会で承認されて以来、国内枠における補助金追加申請と審議が初めて今期あったことを受け、申請や審査の実際について意見交換した。                           （資料7-1）
以上


